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　最後に，シバの女王の退場場面についてひとこと言及しておく。《両足
を揃えて（……）》は第二稿以降は《片足で跳びはねながら》と変更。初稿
のシナリオには，このエピソードを《龍頭蛇尾に終らせること》と記され
ている85）。また第二稿では，女王が立ち去るとドレスの裾が打ち寄せる波
のようにアントワーヌの足元にまで伸びて来て，アントワーヌが足を載せ
るとその幻は消える。しかしこの勝て超現実主義的なイメージは決定稿で
再び放棄さわか。
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殿に取りに行き得るものとは，ここでもまた，あらゆる象徴中の象徴，神
即ちファロス，この名指しし難きもの以外に何があるだろう（ｐ.103）。》
一方ゴト＝メルシュは，「出エジプト記（25 :10－22）」が語る神の幕屋に
納めるべき「契約の櫃」の内容物について，フロ－ベールがシナリオの二
箇所に記したささやかな書きつけに注目する。この櫃は一般に（モーセが神
から授かった）十戒が刻まれた石板を納めたものとされているが，フローベ
ールがシナリオに記すところに依ればその中に入っていたのは次の品々で
ある。《モーセの杖，アロンの冠，砂漠のマナ〔イスラエルの民がエジプト脱
出の途次神から与えられた食糧〕が詰められた壺，そしてマラ〔オアシス名〕の
苦い木を甘く〔軟水に（？）〕したアロナーと呼ばれる木片。》34）これに関す
るフローベールのもうひとつの書きつげは，まさに《シバの女王》の為の
初稿用シナリオの余白に見られる。　《櫃の中にあったもの。ソロモンはそ
れを女王に見せ，そして木片アロナーを彼女に与えた。》女王の小箱の中
味としてゴト＝メルシュが想定するものはつまりこの木片アロナーである。
そうとすれば，自分の小箱の謎をアントヮーヌに掛ける時，女王がその木
片の入った大きな箱，即ち契約の櫃を開けに神殿へ行ったソロモン王のこ
とを口にするのは確かに自然な成り行きに違いなく，このくだりを構想す
るフローベールの意識にこの木片のことがあった可能性は実際かなり高い
だろう。但し，テクスト中でそれを明かさないことにより作家がそこにい
かかる含意を与えようとしたかはまた別の問題であって，ここではただ，
ひとつの文学作品を巡って可能な二通りの研究姿勢の特徴をよく表わして
いると思われる，解釈の違いの一例を示したに過ぎない。
― 201(134) ―
の場面にそこはかとなく満ちていた淫蕩の気が，決定稿に加筆挿入された
あの三段落にわたる女王の言葉に凝縮されているのだと私には思われる。
　さて，この《シバの女王》の場面についてゴト＝メルシュ夫人が最近著
した実証的な研究論文がある82）。これと，ジャンヌ・ベムが行った精神分
析的文体解析の試み88）は，それぞれ極めて示唆に富み同様に興味深いが，
ここではこの場面にあるひとつのディテールを巡るこれら二人のフローベ
ール研究者の解釈を簡単に紹介しておこう。それは，端的に言って，女王
がアントワーヌに見せる謎の小箱の中味は何かという問題である。関連の
くだりをまず決定稿から引用する。《でも，この小箱に私が何を持ってい
るかお分かりになったらねぇ／　よく調べて，開けてみてごらんなさい
な／　開けることは誰にもできないのです。接吻してちょうだい，教えて
あげますから。（彼女はアントワースの両頬に手を当てる。彼は腕を伸ばして彼
女を押しのける。）ある晩，ソロモン王はすっかり逆上してしまわれて。結
局私たちはある取り引きをしましたの。あの方は起き上がり，忍び足で出
て行って……。（彼女はくるりと体をひと回りさせる。）ああ／　お美しい隠者
様，あなたにはお教えしませんわ／》　この科白は初稿では一部これより
やや説明的であった。《（……）ある晩，ソロモン王はすっかり逆上してし
まわれて，私にある事を要求なさいましたけれど，私は拒みましたの。そ
れで結局私たちはある取り引きをしました。あの方はすぐ起き上がり，忍
び足で宮殿から出て神殿へ行き，そこから〔これを〕取って……。》さて，
まずジャンヌ・ベムの解釈は彼女の文章をそのまま引用して示そう。《女
王のこの科白がどれ程性的な含みに満ちているかは一読して明らかだろう。
「ある晩」とは即ちある愛の夜，「あの方は私にある事を要求なさいまし
た」のある事とは即ちセックスである。そして，ソロモンがヤハウエの神
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あなたは帝国をひとつ征服した以上の激しい歓びで満たされるでしょう
（……）。》　この加筆訂正は，決定稿用のシナリオに記された次のような作
家の明確な意図のもとになされたものである。《『淫蕩』－－シバの女王。
奢侈の面を抑制し彼女をもっと淫奔にすること。（彼女はあらゆる種類の快楽
を彼に｡提供する。）「お前の富など僕にはどうでもよいわ」とアントヮースが
言う。そこで彼女は自分の肉体が持っている宝物に力点を移す。快楽の様
様な秘密に彼女は通じている。彼は彼女から逃れる。》8o）決定稿において，
シバの女王をくもっと淫奔に》しなければならなかった理由は何か。それ
は当然，形態的整合性を重視するという決定稿の作者の新方針だ。即ち，
そこ（決定稿第2章）では他の大罪についてと同じく『淫蕩』がアントヮー
ヌに見せる幻影をひとつに限定しなければならなかったからである。前２
稿がその為の候補に事欠かないことは我々が見てきた通りだ。決定稿では，
わが身を鞭打つうちに感じるようになった倒錯的快感に浸ってアントヮー
ヌは《シバの女王》の幻影を見る。ところが初稿では，その鞭打ちの場面
に続いて幻影3°の３つのアレゴリー，更に恐らくその支配下にある３つの
幻影4°～6°が並んでいるのだ。この中には，決定稿の構想がある程度進ん
だ段階でもまだ作家が執着を示しているエピソードもある31）。結局《シバ
の女王》が採択されたのは当然として，しかしこのエピソードは元来。
《意図が〔やや〕曖昧》だと作家自らが判断しているように，およそ古今
の書物から集め得る限りのあらゆる珍奇な品物のカタログ作成，作者自身
の東方趣味の発露の場という性格が，官能性よりはるかに優っていたので
ある。そこで作家はエピソードの末尾でその官能的側面を補おうとした。
そしてその為の素材は既に豊富にそろっていたのだ。つまり前２稿にあっ
て放棄せざるを得なかった３つのアレゴリーと３つの幻影，これらすべて
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でに現われる二つの幻影はこの銅の鏡に映った幻像なのであり，アントヮ
ーヌはこの鏡の中に，コンスタンティヌス帝に冠を授けられ，次いでネブ
カドネザル王になり代って雄牛のように唸る自分の姿を見ていたのだ29）。
但　『誘惑』の中で珍しく，何か明るく陽気な雰囲気の漂うこの《シバの
女王》のエピソードには，フローベール自身も確かに満足していた。作品
中の数々の挿話の中で，これは《アポロニウスとダミス》の場面と共に三
稿を通じてテクストの異同が最も少なく，しかも第二稿が殆どそのまま決
定稿のテクストになっていること，更に1856年「アルティスト」誌に発表
された第二稿の諸断片のうちの最初のエピソードであること等，すべてが
この場面への作家の愛着とその出来栄えに対する自信の程を物語っている。
但し，決定稿においては，前２稿，特に第二稿との違いがそのようにわず
かであるだけに殊更目に付くテクストの変更が，エピソードの末尾に施さ
れている。それは，富による誘惑から転じて，最後にシバの女王が自分に
よってアントヮーフが味わうことのできる快楽の多様性と奥深さを強調す
る次の科白である。　《何ですって？　金持ちの女も，コケティッシュな女
も，あなたに恋焦れる女も，みんないらないとおっしゃるの？　それじゃ，
みだらで脂ぎり，暖れた声と大のような色の髪そして丸々と肥えた肉を持
つ女がお望みなのね。（……）あなたが今までに会ったあらゆる女，灯火の
下で歌う街の女から輿の上でバラを摘む貴婦人に至るまで，あなたが垣間
見たあらゆる姿かたち，あなたの欲望が生んだあらゆる妄想，それが欲し
いと言ってごらんなさい／　私はひとりの女というだけではありません。
私はひとつの世界なのです。私が着ているものが脱げ落ちる，ただそれだ
けで，私の体の上に相次いで現われる神秘をあなたは目のあたりにできる
のです。（……）私の体のほんの一部分でも自分のものにしてごらんなさい。
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の花を持ち，三人とも似たような顔つきをしている。アントヮーヌは後を
振り向く。すると，同じような野ろばに乗って同じような様子をした三人
の騎士がそこにも見える。》　ここには明らかに鏡のイメージの暗示がある。
これは決定稿からの引用であるが，前２稿のテクストも殆どこれと同一で
ある。つまり，この鏡は初めからここにあったのだ。恐らく精神分析学的
には，強迫神経症的な幻影の継起から成るこの作品に，失われた自己同一
性の象徴としての鏡のイメージが現われることは極めて自然なことなのだ
ろう。ジャンタ・ベムは，ラカンの「鏡像段階」の概念の復習から始めて，
あたかも鏡像のように対称形を成す『誘惑』の構成を論じ，更にこの作品
自体を，聖書の内容をすべて逆さまに歪曲して映し出す《不吉な鏡》に喩
えている28）。私としては，鏡がここで唐突に出現する前２稿に対して，決
定稿の作者は布石の敷設にこの点でも抜かりがないこと，即ち決定稿で鏡
が現われるのはこれで二度目であることを指摘しておこう。それは，同じ
第２章の《幻影》の場で，アレクサンドリアでのアリウス派殺戮の情景か
らいきなり舞台がコンスタンティノープルに変わるその移行部に現われる。
問題のくだりを原文で引用する。（夜が来て凄まじい喧騒が鎮まると，突然アン
トヮーヌにはアレクサンドリア港の10層の燈台を巡る外廊下に鴉が点々と止まって
いるような黒く太い列が見える。彼がそこに駆けつけてみると……）《Un grand
miroir de cuivre, tourne vers la haute mer, reflete les navires qui sont au
large. Antoine s'amuse a les regarder ; et a mesure qu'il les　regarde, leur
nombre augmente.》灯台の外廊下に点々と止まっている鴉のように見えた
ものは，この銅の鏡に映っていた(refleter)沖の船だったのであり，そし
てアントヮーヌはその鏡の中の船を眺めて興ずるのだ。すると眺めている
うちに船の数がどんどん増えて行き，こうして語り手による描写は湾内の
様子からローマ式建築様式の新しい町（コンスタンティノープル）へと移り，
いつの間にか舞台が変わってしまう。従って，これ以後《シバの女王》ま
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と同一であることすらシナリオ25）に依らない限り判然とせず，またそこに
は《思想のボヘミアンにおける慢心》とあって，この独白が，『傲慢』が
アントヮーヌに見せるネブカドネザル王の幻影の一環として思い付かれた
ことを示してはいるが，これが何故聖者にとって語感になり得るのかも明
確ではない。この独白が既に第二稿からも完全に抹殺された理由はここに
明らかだろう。つまり，これは『誘惑』の三稿すべてに存続する最も絢爛
たる幻影7°と9°の間に，若き初稿の作者がふとさしはさむ誘惑に駆られた
一種の告白，《自分の本性のおもむくまま》《文体への熱狂》のうちに《真
珠の彫琢》に耽り得ている26）自らの精神の高揚そのものの表明なのだ。シ
ナリオに書きつけられた《芸術のための芸術》という言葉のアナクロニス
ムすらそのことを語って余りあろう。しかしその一方で，『誘惑』という
この特異な作品を生んだひとつの精神風土の，作品内部に置かれた真摯な
自己告白として，第二稿以降は当然のごとく廃棄されてしまったこの独白
を愛惜するフローベール愛読者は決して少なくあるまい。前２稿『誘惑』
をこよなく愛し，次のように述べる（第二稿の最初の刊行者）ルイ・ベルト
ランは明らかにそのひとりだ。《「詩人と大道芸人の歌」はフローベールが
書いた最も完全なロマン派的信条告白であるばかりでなく，これは彼の趣
味最も奇異で風変わりな彼自身の嗜好の表明でもある。彼はここで模造
品と安ぴか物への愛を高らかに語る。そうしたものにこそ彼は何かはかな
くも痛ましい詩情を見出しているのだ。（……）そして彼は殆ど，作家とは
縁日の見世物小屋の前で，金箔きらめく玉虫色の衣装をまとい，大げさな
身振りよろしくわめき立てる大道芸人のような者であるべきだと考えてい
るのだ。》27）
(11)幻影9°はおよそ次のようなテクストによって導入される。　《彼の真ん
前に野ろばに跨った三人の騎士が見える。彼らは縁の長衣を着，手に百合
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　とは言え，確かに夢と幻想を全篇のモチーフとする『誘惑』のような作
品は，このような深層分析的アプローチに対して最も理想的にその解読へ
の門戸を開いているのかも知れず，そして事実，ジャンヌ・ベムの研究が，
『誘惑』はもとよりフローベールの他の一連の大作が持っていた相貌の思
いも寄らない一面を垣間見せてくれたことは間違いないのだ。幻想と論理
のはざまで芸術家の意志が生んだ意味への接近を図る我々の模索は，果し
て，夢の思考に恐らく意味はなくあるのはただその作業だけだとしばしば
繰り返しながら，『誘惑』の《真実》に達するべく女史が飽くまでし続け
た解釈との接点を，どこかで見出すことができるであろうか。
帥　《（……）ああ，我らは若い頃どんなに苦しんだことか。が，そんな時
も我らは鏡に向かって様々に顔をしかめ，人の涙を誘う表情を研究したも
のだ。（……）水しか飲まずに，我らは酒と饗宴の詩を作る。我らには恋も
ない，人に恋の夢を与えるこの我々に。（‥･…）模造ダイヤの方が本物より
もよく輝く。ピンクのタイツも真っ白な腿に劣らずきれいだ。（……）家族
を捨て郷里を忘れて（……）人生のあらゆる絶望が我らの魂の上を流れて
行った。（……）歌おう，鼻を鳴らす犀の声からぶんぶんいう繩の羽音まで，
あらゆる生き物の声を真似よう。色とりどりの羽根で体を飾り，草木の汁
で肌を染め，貝殻や棕櫚の葉っぱ，メダルや金ぴかの衣裳で全身を覆おう。
ぼろ楽器を打ち鳴らし，声を限りにわめきながらふざけちらそう。身をく
ねらせて途方もないポーズをとろう。我らが投げる真ちゅうの球さながら
に虚空に身をおどらせよう。そして，願わくば我らの魂は我らの叫びと共
に飛び立って，巨人の雄叫びのうちに天空はるかを舞うがよい。オーエー
／オーエー｡／》ＣＨＨ版で２ページに及ぶこの独白は，前２稿［皿・２］
の幻影中，初稿にしか存在しないただ二つの幻影のうちのひとつとして，
かつまたその際立った抒情性ゆえに我々の注意を引く。基本的には七大罪
の支配下にある幻影群への《詩人》の登場自体がかなり唐突である。これ
ら詩人と大道芸人がネブカドネザル王の饗宴の場で演技していた芸人たち
　　　　　　　　　　　　　　－207（128）－
―121)。そして芸術家はその死を描いて自らの至高の作品を作り出す。《物
質になりたい／》に至るあの決定稿『誘惑』の最終場面こそは，自らをい
けにえに棒げる芸術家の壮大な燔祭の舞台に他ならない(p.163)。
　こうしてフローベールは，夢で欲望が辿る行程を描いてそれをそのまま
自らの作品の構成とし得たのだ(p.20)。この作品で彼が「未知なるもの」
「真実」に到達し得ているとすれば，それは人間の「無意識」の真実に他
ならない(p.12)。 一一一一-
　以上，《幻影》の場について論じられた箇所を中核にして，ジャンヌ・
ベム女史が展開する議論の部分的再構成を試みた。
　ここに充溢する博識と才知への畏敬の念，そしてゼズネックおよびクロ
ード・ディジョン以後初めてこの『誘惑』という難物に真正面から挑んだ
心意気への共感，それらに敢えて抗して，私が女史に呈し得る異議は次の
二点だ。第一に，フロイドの所説の正しさを，フローベールの作品がこの
ように逐一，前もって立証していたかのように読むことが果して妥当かと
いう素朴な疑問。第二は，無論，３つの稿から成る『誘惑』を《進展しな
い》唯一の作品と見做すその方法的立脚点の問題である。女史は，夢や強
迫神経症に固有の《欲望の動きの構造そのもの》をもってフローベールは
自らの作品の構成としたと予め断定し，『誘惑』のテクスト内にその欲望の
軌跡を辿ってこれを証しようとするが，そのテクストとは，『誘惑』の三
稿から女史が自由に取り出し組み合わせてできたテクストである。上に示
した《幻影》の場面の例で言えば，女史が考察の対象にしているのは《娼
婦》《タマル》《ディアーヌ》については前２稿，《ネブカドネザル》につ
いては主に決定稿である。これは言わば架空のテクストであってフローペ
ールのテクストではない。つまり，ここではフローベールが表明し続けた，
幻影を論理の絆で結ぼうという意図は全く考慮の外に置かれているのだ。
作家のその意志の帰結を決定稿に見出そうとする我々の視点とは（少なくと
もその立脚点において）基本的に相容れないものがここにはある。
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　　（聖書）を載せた合が，つばめの群が一面に止まっている灌本に見える
　　一一ここで《木がエロティックな変容を示すのは，本がイヴおよび
　　　（知に関わる）原罪と結び付いている故であり，逆に，書物が知に，
　　そして知が楽園追放に結び付いているが故に，その書物を載せた台は
　　本に変わるのである。》ここに見事に表わされている夢特有のイメー
　　ジ間の因果関係は恐らくフローベールが意識的に書き込んだものだ。
　　それに対して，あの《幻影》のシークエンスは，《フローベールが意
　　図したものではないだけにより真実な》23）「夢の思考」の因果律を表
　　わしている。それは，アントワーヌは「原光景」を見たが故に獣に姿
　　を変じられなければならないという夢の論理であって，結局ここに描
　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　　　　サンポリックかれているのは，見ることのタブーを犯し《象徴界の真実》(p. 162)
　　を知った者が必然的に辿る死への道程に他ならない＊。
　　＊《幻影》の場面とは特に関わりはないが，『誘惑』の中に認められる夢の思
　　　考の重要な《文法》がもうひとつある-4°　外から（覚醒時の世界から）
　　　持ち込まれた言葉やディスクールの本来の意味の歪曲：『誘惑』には，セズ
　　　ネックが詳細に検証したように，神話や宗教に関する種々の文献からの引用
　　　をモザイク様にちりばめたテクストという一面があるが，こうして元のコン
　　　テクストから切り離されて新しく組み合わされることによって，それらの引
　　　用文または引用された言葉は元とは全く別の意味を持ち，そこで不可思議な
　　　雰図気をかもしだすようになる。こうした傾向は特に《異端宗徒》の場面に
　　　著しい。
　フローベールが描く芸術家のドラマにおいては，神（の作品＝世界）に対
抗して言語の中の「神の領分」24）を侵犯しようとする芸術家は，必ず，禁断
の本の実を味わった人間に対する神の懲罰の象徴としての死に至る(p.107
－209(126)－
が女神ウェヌスとディアーヌを覗き見ている。そしてそのアントヮーヌは
たちまちネブカドネザルになり代って動物に変容する。ここで機能してい
るのはまさにフロイドが提唱した「夢の作業」を律する次の諸規則である
-
　1°時間性（時間的前後関係）の無視：時に数世紀もの歴史的時間が隔て
　　ている様々な人物を一場に会せしめて対話させる《異端宗徒》および
　　《異教の神々》・の場面はその好例だが，《幻影》のシークエンスにも，
　　娼婦一紀元前４世紀，タマルー紀元前１千年代，ディアーフーギリシ
　　ャ神話時代，ネブカドネザルー紀元前６世紀というように，神話的・
　　歴史的な時の錯綜，時間性への徹底した侵犯がある。
　2°欲望の喚喩的な転移あるいは置換，および表象の圧縮：禁圧されて，
　　欲望はその対象を次々とその隣接物に移行させる。相互間に何らの関
　　連もなく見える幻影の継起から成る『誘惑jlの構成全体はまさしくこ
　　の欲望の転移の規則に則ったものだ。また，《幻影》の場面はアクタ
　　イオン神話22）に関する多くの置換の場である。ここではまずアントヮ
　　ーヌ＝アクタイオンであり，ディアーヌの水浴はニンフの水浴となり，
　　アクタイオンの獣への変身はまず初稿でネブカドネザル王の，次いで
　　決定稿でアントヮーヌ自身のそれに置換される。また，ここにはネブ
　　カドネザル＝暴君十獣十アクタイオン十アントヮースという，圧縮の
　　典型例が見られる。
　3°イメージの継起によって表わされる因果関係：決定稿第１章末尾に，
　　アントヮーヌの眼前の物象が次第に姿を変えて行く情景があるー一絶
　　壁の縁に立つ棕櫚の老木が，黒髪を揺らしながら淵を覗き込む女の上
　　半身に変わり，開かれたページを黒い文字が埋め尽くす分厚い書物
－210(125)－
ておきたい21）。-一一
　全フローベール作品は言語（活動）とエクリチュールについての実験であ
って，その主題はすべて芸術家（詩人）の問題意識と深く関わっている。こ
うした観点から，彼の全作品は次の３つのカテゴリーに分類することが可
能である：「芸術家の神話」「芸術家の（自己形成の）物語」そして（『ブヴ
ァール』のみから或る）「芸術家の寓話」(p.227-240）。第一のカテゴリー中，
神秘劇系列作品の頂点に立つ『誘惑』は，神話，就中ギリシャ神話および
キリスト教の創造神話にある（片や愛へ片や知へ向かう）人間の根本的なふた
つの欲望に関わるあの知恵の本の神話との深い関連のもとに書かれ，かつ
最も神話化の進んだ作品であって，そこでは芸術家の形象は数々の神話の
断片の中に分散されている。それらの断片を注意深く合成し直せば，アン
トワーヌの中で芸術家の表象となっているいく人かの神胎内人物が浮かび
上がってくるが，その中で特に重要なのが，人間の無意識および神話に深
く根付いている，「見ることvoirは知ることsavoirである」という観
念を体現するふたりの代表的窃視者voyeur,アクタイオンとオルフェウ
スである。
　フローベールにおけるこりした芸術家のドラマと神話との典型的な関わ
り合いを，我々は初稿の《幻影》の場面に見ることができる。《娼婦とラ
ンピート》《タマルと。ダ》《ディアーヌとニンフたち》《ネブカドネザ
ル王》といった神話的形象の継起が形づくるこのシークエンスにおいては，
　《タマルと。ダ》という「原光景」の場の前後で，アントワーヌ＝芸術家
－211(124)－
をここで再確認することになるが一人間の無意識の領域の混沌そのもの
を映し出すかのような初稿『誘惑』の言葉とイメージの錯綜に論理による
秩序を与えるという課題に，25年間の模索の果てに彼が最終的な決論を出
したのであることは確かであって，それが決定稿『誘惑』とその新しい構
成に他ならないのだ。そしてもしそうならば，『誘惑』にはその新たな形
のもとでしか表わせない，或いはその形態をまとってこそょり明確になる
と作者が判断した何らかの意味があった筈ではないか。我々が試みている
前２稿と決定稿の比較検討の作業はその意味への接近を目的とする以外の
ものではない。
　ところが，ここにこれとは正反対の見地に立ってまことに《堂々たる》
成果を収めた研究がある。本「研究ノート」の最初のページでその名を挙
げたジャンヌ・ベムにょる『誘惑』の研究書2o）がそれである。正反対の見
地と言う訳は，著者はそこで《決定稿の優位性を認めない》という立場を
はっきり選択parti pris(p.47)した上で，『誘惑』の三稿を《細部において
は極めて流動的であるが，根本において不動》で《進展しないqui n'evolue
ｐａs》唯一不変の作品(p. 12)の３つの面に過ぎないと見做すからだ。つま
り，例えばエディプス神話をレヴィ＝ストロースが，フロイドのそれを最
新の　版　のひとつとする古今のあらゆる版の集合体と見做したように，
　『誘惑』の三稿の各場面各エピソードを自由に突き合わせることを許すひ
とつのテクストを想定し，そこにフロイディスムに依る解釈を施して，こ
の作品が扱っている人間の根本的なふたつの（「愛」と「知」を巡る）欲望の
　《作業》の跡を，そのテクストの中で辿り直そうとするのである。そこで
は，景［Ｈ・２］の幻影に関する考察が，著者の立論全体を支える要のひ
とつになっている。そこで，以下その箇所を中心に論旨を要約し，ここ35
年来殆ど唯一と言えるこの『誘惑』モノダラフィーの相貌の一端を紹介し
－212(123)－
こうした《配慮》の確実な成果である。そしてその第２章には，七大罪の
各々と明確に対応する七つの幻影が新しく置かれているのだ17）。ここに典
型的な，決定稿における前２稿とは比較し得べくもない内容と形態との整
合性は誰の目にも明らかだろう。しかし，幻想を扱ってしかも一個の芸術
作品としてのまとまりをも合わせ持つべきこの作品の構成は，数々の幻影
を出現させる為のこうした準備，布石の配置といった，つまりは幻覚の動
機付けという問題の更に先の，より本質的な問題との対峙を作家に強いた
筈だ。それは，個々の幻影の間および決定稿第３章以降の各章を構成する
ことになる大幻影群の間をいかなる論理の絆で結び，そしてその全体にい
かなる意味を持たせるかという問題であって，第二稿以降における作品の
　《プラン》の確立或いは《ドラマ性》の維持ということを巡る作家の模索
は，この問題にこそ深く関わっていたであろり。だが，そもそも紀元４世
紀のエジプトの隠者の錯乱した頭脳または夢の中に去来したと想定される
支離滅裂な形象に，一体どんな論理的筋道を与え得るのか。幻想とは所詮
論理とは相容れないものではないのか……。蓋し，『誘惑』の初稿と決定
稿とを隔てる25年間は，あの「幻影をリアリスティックに描く」18）という
レアリスムの手法を貫徹しつつ，言わば夢（無意識）の思考に論理の秩序を
与えてしかもそれを芸術作品に仕立て上げるという，この難問との格闘に
要した歳月だったのだ。それは，『ボヴァリー夫人』において《抒情と卑
俗性というふたつの深淵の間に懸かった一本の髪の毛の上を真すぐ歩き通
して》その果てに《目も眩む》ばかりの美を剔出する19），という力業にも
劣らぬ大きな賭けだったであろう。フローベールはその賭けに勝ったのか
条けたのか，その判断はあらゆる作品についてと同様，結局は読者の主観
によるとしか言えまい。しかし一一この「研究ノート」における私の見地
－213(122)－
そのサド・マゾヒズムの表現は，アレゴリックな存在の仲介を経ないこと
によって，決定稿において一段とその苛烈尖鋭の度を増していると言えよ
う。それにしても，上に引用した箇所の後半，《ところで……》以下のこ
の箴言めいた省察は誰に帰せられるのであろうか。アントヮーヌ，或いは
語り手か。いずれにせよ，明示から暗示へ向かう全体的流れの中で，決定
稿へのこの説明的な言葉の追加は極めて異例である。
（9）『誘惑』におけるエピソードやイメージの連鎖が夢のそれに擬されて
いることはしばしば指摘されてきた。作品の構成にこうした夢の効果を盛
り込むこと，それが確かに初稿『誘惑』の作者が意図したものであること
を明示する記述が，幻影6°，7°の為のシナリオの余白にある。《３つの異
った別々のタブロー：１°。ディアーヌ　2°｡（……）大規模な狩り　3°｡ネブ
カドネザル王。これらを連結するのは思考の推移，誘惑の継起でしかなく，
そこにいかなる脈絡もつけない。》14）幻影5°から6°への移行部に関する次
のシナリオの言葉は更に明瞭だ。《夢の中でのように〔幻は〕ひとりでに何
の必然性もなく続いて現われる。》15）夢の中でのように出没する幻覚の間
にいかかる脈絡もつけない……。しかしこの構想から，第二稿以降のフロ
ーベールは意識的に脱却して行く。それこそは，注（5）に引用した彼の数々
の書簡が語っていたことではなかったか。次のシナリオの記述は明らかに
第二稿以降に関わるものだ。《様々な出来事の論理的つながりに配慮する
こと。それらが〔自然に〕導き出されるように。そこで第２部の幻影群は，
1°｡アントヮーヌの思考，2°｡大罪，3°｡アントヮーヌの弱さと性向pentes
から発するようにすべきだ。》16）決定稿第１章のアントヮーヌの独白中に
敷かれた（特に第２章の幻影群を導く為の）二重三重の綿密な伏線は，作家の
― 214(121) ―
している。《〔ディアータの幻の後〕『憤怒』が凄まじい狩りの光景を彼に見
せる。狩りの幻覚〔作用〕，そして人間狩り。征服者たち。流血の欲望。ネ
ブカドネザル（？）》12）
（8）この幻影は決定稿にまで存続する。三稿間のテクストの異同が比較的
わずかである中で，エピソードの末尾に施された次のような変更が注目さ
れる。初稿では，預言者たちの虐殺の後ネブカドネザル王は四つん這いに
なって獣のように鳴く。バビロンに捕囚となっている４人のユダヤ人青年
の名が初稿にのみ挙げられていることと合わせて，エピソードの出所（旧
約聖書「ダュエル書」1:7および4:29）はかなり明示的と言える。第二稿では
虐殺は行われず，反対に《山羊の皮をまとったひとりの男》の出現と共に
王は玉座から転げ落ち，瓦解する宮殿の情景で幻影は終る。決定稿では，
王は自分が君臨する人民と軍勢の数を頭の中で数え，《間もなく気まぐれ
から会食者もろとも宮殿を焼き払おう》と考え，そして《バベルの塔を再
び建てて神の位を簒奪しようと目論んでいる。》アントヮーフにはそうし
た王の考えが遠くから眺めているだけですべて読み取れ，そのうちに彼自
身が王になり代ってしまう。するとくたちまち彼は放蕩と虐殺に堪能して，
今度は汚濁の中を転げ回りたいという欲望に駆られる。ところで，人々の
畏怖の的になっているものの堕落はその人々の精神に加えられる侮辱であ
って，これもまた彼らを驚愕昏迷させるひとつの方法である。そして野獣
ほど賤しいものはないから，アントヮーヌは食卓の上で四つん這いになっ
て雄牛のように鳴く。》決定稿第２章の同じ《幻影》の場で，アレクサン
ドリアを舞台に凄惨なアリウス派殺戮の情景が操り広げられる場面と並ん
で，アントヮーヌの中に潜む前２稿の『豚』同様の獣性が露呈される場面
である。《全19世紀文学の中でも，混然たるサド・マゾヒズムの諸欲求を
これほど尖鋭に表現した作品は稀だ》とはブロムバートの言葉であるが13)
－215(120)－
　　　罪が彼に見せる七つの幻影のうちの五つを明確に予告するものとなっている。
　　　それらの引用の出典，および各々のテクストの内容と最も明らかな対応関係
　　　にある大罪名を次に記しておく。 1°｡《天開けて（……）「ペテロ起きよ，屠り
　　　て食せよ」》〔使徒行伝，10 : 11，『大食』〕，2°｡《ユダヤ人，刃を以てそのす
　　　べての敵を撃ち殺し（……）》〔エステル書，９：５，『憤怒』］，3°,《ネブカドネ
　　　ザル王は平伏してダニエルを拝し（……）》〔ダニエル書，2 : 46，『傲慢』〕，
　　　4°｡《ヒゼキヤ（……）その宝物の庫，金銀香物（……）すべての物を彼らに
　　　見せたり》〔列王妃・下，20 : 13，『吝嗇』〕，5°｡《シバの女王（……）ソロモ
　　　ンを試みんとて来れり》〔列王妃・上，10 : 1，『淫蕩』〕。なお，決定稿用の
　　　シナリオには，結局は第２章に組み込まれることになるいくつかの幻影を動
　　　機付ける為に，このような聖書からの引用を利用しようという作家の意図を
　　　明示する次のような記述がある。《七大罪はそれぞれが惹起する七つの幻影
　　　の後には姿を現わすべきではない。〔その他の（？）〕幻影（意図がより曖昧
　　　なもの，ネブカドネザル，シバの女王，ランピートのような）の動機付けと
　　　しては，これらは旧約聖書または福音書を読むことによって引き起こされる
　　　ようにする。》lo）
（6）月の女神・狩猟の守護神ディアーヌ（アルテミス）は，第二稿では《裾
の短い服を着た若い女》とあるだけで名指しされず，同様にニンフたちも
　《別の女たち》とあるのみｏ恐らくは『淫蕩』の支配下にある幻影のひと
つとして，この女神の純潔のイメージは確かにそぐわない点があるが，一
方，このような明示から暗示への移行は，『誘惑』の改稿が進むほど顕著
になる大きな傾向でもある11）。
（7）第２稿ではここに，ニンフたちの水浴びの光景を見て生への渇望を呼
び醒まされたアントワーヌのくあとはごちそうが山盛りのテーブルさえあ
れば／》という科白が挿入されている。また，次のシナリオの記述は，始
期の構想では幻影6°と7°を結ぶ共通のテーマが《狩猟》であったことを示
－216(119)－
めたアントワースは昔の平穏な信仰三昧の日々を懐かしみ，更に遠く，母
を捨て隠遁生活に入った時の思い出に耽る。（ここで『豚』も居心地の良い泥
沼と糖で一杯の飼桶の思い出を語る。）すると，荒れ果てた生家で糸を紡ぐ年
老いた母親の姿が見えて来る。アントヮーヌはその母の元へ駆け寄ろうと
して岩にぶつかり，顔を血まみれにして幻覚から醒める。何かに精神を集
中させることで間断なく襲ってくる幻影から逃れようとして，彼はここで
聖書を手に取り偶然目に付いた箇所を読み始める。　《喪が明けるとオドラ
ムの羊飼いと共にタムナスに行き……》。「創世記，（38 : 12）」，子を成せな
いまま夫に死なれたタマルが，娼婦に身をやつして，嫂婚leviratの掟に
背いた義父ュダを誘惑するくだりである。そこから場面はこの読書に誘発
された幻影5°《タマルとユダ》へと自然に移行して行くことになる。-
幻影4°，5°はいずれも決定稿からは抹消される。しかし，打ち続く数々の
幻影をつなぐべき論理的な絆の担い手として，アントワーヌの回想のモノ
ローグおよび聖書のテクストを活用するという，第二稿のこの場面におけ
る新たな工夫8）は，《人間聖アントヮーフ》の充実と《ドラマ》の維持と
いう重要な役割を担って，決定稿，特にその第１章で極めて大規模に用い
られることになる＊。
　　＊決定稿では，アントヮータの過去回想のモノローグがそれだけで第１章全体
　　　を占め，そこに，言わばあらゆる誘惑に対して開かれたアントヮーヌの現在
　　　の心的状況の提示と共に，次章以降のいくつかの重要な幻影の巧みな伏線が
　　　読み取れることは既に述べた9）。聖書のテクストの援用についてみると，そ
　　　こではそれは一挙に新・旧約聖書の五箇所からの引用に増え，更にそれらの
　　　テクストは直後に続くアントヮーヌの独白の言葉と相侯って，第２章で七大
－217(118)－
うのだ。》　次は，「ボヴァリー裁判」を経て第二稿『誘惑』の刊行を断念
し，既に『サラムボー』執筆の準備にかかっている1857年５月20日，ジュ
ール・デュプラン宛：《いや，（……）『カルタゴ』をやめてまた『聖アン
トヮーヌ』を取り上げることはしません。（……）これはしくじってはなら
ない作品なのです。これに欠けているものが何なのか，今や僕にははっき
り分かっている一一1°｡プラン，2°｡人間聖アントヮーヌ，このふたつです。
きっと成功してみせる。ただ，それには時間が，時間が必要なのです／》
そして最後に，『感情教育』完成後程ない1869年６月24日，ジジレジュ・
サンド宛：《私の昔からの妄執，『聖アントヮーヌ』を再び取り上げまし
た。ノート類を読み終え，新しいプランを練っています。（…‥･）この聖人
が見る数々の幻覚の間になんらかの論理的脈絡を（そしてそれに伴ってド
ラマとしての興味をそそるものを）なんとか発見したいものと思っていま
す。》一一作品『誘惑』の完成に向けてフローペールが追求し続けたもの
はここに明らかであろう。それは，アントヮーヌの誘惑を構成する様々な
幻影をつなぐべき論理的な絆である。彼はそれを常に《プラン》と呼び，
そして彼は聖アントヮーヌの人物像のふくらみと作品のドラマ性とをその
　《プラン》と密接に結び付けて考えていたのだ。
　さて，前２稿第Ⅱ郎の《幻影》の場面に関して特に注目されるのは，上
記二番目のブイエ宛手紙において，それら幻影のくつなぎの糸》を新しく
書き加えるべき主人公の独白の中に埋め込もうという着想を述べたくだり
である。作家のその意図が忠実に実現されている例が，まさに第二稿景
　［II・2］の幻影4°と5°の間に見られ，そしてここで用いられたテクニッ
クは決定稿に発展的に受け継がれて，物語の展開に極めて重要な役割を担
うことになるからである。 －－一初稿では，幻影4°と5°をつないでいるのは
くさあ，他の幻影の番だ》という悪魔のひと言に過ぎない。それに対し，
第二稿のこの箇所には次のようなアントヮーヌのモノローグおよび新たな
幻覚が挿入され，更にそこに新しい工夫が付け加えられる。幻影4°から醒
　　　　　　　　　　　　　－218（117）－
当たって，作者フローベールが一貫して追求し続けたものがある。彼はそ
れを，長い年月を隔てたいくつかの書簡で，いつも殆ど同一の言葉で語っ
ている。この作品の完成にかけるフローべールのただならぬ熱気をもあり
ありと伝えるそれらの手紙から四つの箇所を選び，ここに年代順に一括し
て掲げておきたい。まず，東方旅行から帰り『ボヴァリー夫人』の執筆に
取り掛かって間もない1852年１月31日，ルイーズ・コレ宛：《これ〔初稿
『誘惑』］は失敗作です。真珠が沢山ちりばめられているときみは言ってく
れる。しかし真珠ばかりでは首飾りはできない，紐がなければね。（……）
すべてはプランの如何にかかっています。この作品にはそれが欠けている
のです。》次は，『ボヴァリー』完成の直後初稿『誘惑』の改稿に手をつ
けた1856年６月１日，ルイ・ブイエ宛：《『聖アントワーヌ』の中で場違い
に思えるものはすべて削り落としたが，これが大変な仕事だった。なにし
ろ160ページあった第１部が今では（清書原稿で）74ページしかないのだ
から。その第１部はもう１週間ぐらいで片を付けたいと思っている。第２
部では仕事は更に厄介だ。が，やっとつなぎの糸を見つけ出したよ。貧弱
なものには違いないが，それでも糸は糸，なんとか脈絡をつけられるかも
知れない。聖アントワーヌのモノローグを２，３つけ加えてこの人物を脹
らませつつ，そのモノローグが必然的に誘惑を引き寄せるようにしたいの
だ。第３部については中央部7）をすっかり書き直さなければならない。結
局，新しく書かなければならないのは20ページ，いや30ページぐらいか。
（超）抒情的な文章の削除に努め，倒置文をどしどし抹殺して，読者の注意
を中心テーマから逸らせる彼の多過ぎる文を苛め抜いている。ともかく，
僕はこれをなんとか読むに堪える，それ程退屈じゃない作品にしたい。
（……）この作品のことは僕の心に重くのしかかっていて，この妄執にけり
をつけた時はじめて僕はいくらか心の安らぎを得ることができるように思
－219(116)－
る。ところで，この幻影3°は既に第二稿からも完全に姿を消してしまう4）。
その理由は，勿論第二稿を統べる簡潔化の原則に則ったもの，即ち，初稿
で『淫蕩』に与えられる科白が余りに多大なるが故の意味内容の重復，そ
の冗漫さを避ける為であったろう。しかし，一変心を込めて書き，描き上
げた文章・イメージを，フローベールが全く放棄してしまうことはむしろ
稀である。例えば上に引用した『姦通』の科白の前半は，第二稿の『淫蕩』
の科白のひとつにそっくり移し変えられ5），そして決定稿になると，そこ
ではこれら３つのアレゴリーばかりでなく，これらにあたかも対応するか
のごとくに続く３つの幻影4°～6°すべてが消滅してしまうものの，これら
の場面で用いられた言葉とイメージは，決定稿で隠れた『淫蕩』の支配下
にある数々の場面一一一一《シバの女王》の末尾，《異端宗徒》の章に新たに
加えられた３つの幻影のうちのひとつ（殉教者の墓前における遺族の酒宴の場），
アンモナリアの思い出が喚起される数場面，および《死神と淫蕩》の場面
の『淫蕩』の科白等-の中に，或いは凝縮され，或いは元の表現をかす
かな思い出のように喚起させるイメージとなって流れ込んで行くことにな
る。
（4）初期のシナリオに，この場面に関し《ソロモンの箴言，第７章》（旧約
聖書「箴言の書」，姦婦の誘惑に条ける若者の姿が物語風に描かれている）を参照
すべしという記述が見える。また娼婦デモナッサのモデルに関しては，別
のシナリオに，《笛吹きのゴア，ペルガモン王フィレテロスの妻となる》
とある他，エピクロス晩年の愛人レオンティウム，彫刻家プラクシテレス
がアフロディーテ像のモデルにしたと言われるアテネの高等娼婦フリネ等，
数人の歴史上の人物名が挙げられている6）。
（5）初稿から第二稿を経て決定稿へ，この二度にわたる『誘惑』の改稿に
－220(115)－
半人半馬の怪物との出会い等，殆どすべてが決定稿冒頭でアントワーヌが
過去を回想する第１章に集中している。
（2）《キャラバンを襲って略奪したいという誘惑。》1）このエピソードは
何故か第二稿から完全に抹殺される。しかし決定稿では，《銀の鉢》の幻
の後，偶然目に止まった短剣を手にして癲癇に襲われたようになったアン
トワーヌの限前に，『憤怒』が彼に見せる大規模な幻影が展開されるｰ
極めて詳細に描写されるアレクサンドリアの町を舞台に，テバイスの修道
僧たちがアリウス派の人々に対して行う凄惨な殺戮の情景。いつしかアン
トワーヌ自身も隠者の群に加わって，かつての論敵たちを相手に暴虐の限
りを尽くす。
（3）『姦通』：　《幸福な愛のただ中に，様々な浮気心が渦巻く深淵を私は
穿ち（……）人目を忍ぶ情事の身もとろける甘美さにうっとりと浸る。》『肉
欲』：《嗄れ声の売笑婦が戸口で淫らな歌を口ずさむ。娼家の天井で熱い
夏の夜風に揺れるランプに火の点る頃合だ。》　『邪淫』：《あらゆる快楽
の更に彼方に「快楽」が横たわる。未知の歓楽の輸は広く，精神同様，
肉体もまた無限だ。イヴの息子たちは久しくその肉体を掘り下げ続けてい
るが，その奥底を見たものは未だいない。》-『姦通』は文字通り不義密
通の精，『邪淫』は同性愛・獣姦欲・両性具有の夢等，あらゆる変態性欲
の化身と解せられるが，二番目『肉欲』は，その特徴づけにフローベール
が成功しているとは言えまい2）。　起源については，ブリューゲルの誘惑図
の下方で聖者を取り囲む女が（『大食』を表わすろくろ首の女の他に）三人描か
れているが，アルフレッド・ロンバールが言うように8），フローベールのこ
れら３つのアレゴリーがこの絵の記憶の名残りであることは充分考えられ
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8°　暗闇の中で詩人と大道芸人たちの独白が聞こえる帥。
9°場面は再び，陽が照りつけるアントヮーヌの岩山。シバの女王
　が絢爛豪華な大行列を率いて現われ昿はるばる携行した世にも
　珍しいあらゆる品々を唖然として言葉もないアントヮーヌの眼前
　に並べたて，更に自分の国でふたりを待つ奢侈と逸楽に満ちた生
　活を様々に描いてみせて彼を誘う。しかしアントヮーヌは遂に動
　ぜず，女王は啜り泣いているのか嘲笑っているのか分からないし
　ゃっくりのような声と共に《両足を揃えて跳びはねながら》立ち
　去って行く㈲。
（1）第二稿では，アントワーヌが手を離すとその鉢は宙に浮いて脚が伸び，
開いた蓮華の花のようになってそこから宝石が滝のように流れ落ちる。こ
のイタージは《水盤から流れ出す水のように》との修正を伴って決定稿
（第2章）に受け継がれる。前２稿［II・2］の幻影中で決定稿に存続する
ものは，この《銀の鉢》の他わずかに《ネブカドネザル王》および《シバ
の女王》のみであり，しかもそのうち唯一このエピソードだけが，決定稿
での記述が前２稿よりも長くなっている。但しそこでは，鉢を蹴るアント
ワーヌの誘惑に対する抵抗の意志が幻影を追い払う前２稿と異って，最後
に彼は眼前の金銀財宝の山を両腕で抱えよりとし，その途端に幻がかき消
える。
　なお，この《銀の鉢》のエピソードはそのひとつであるが，アタナシウ
スの『アントワーヌ伝』（およびこれを基に書かれた『黄金伝説』中の聖アント
ワース伝）からフローベールが直接自らの作品に採り入れたと思われる逸
話的な事実は極めて少数である。それらは，アントフーヌが数度にわたっ
て所を変えた隠遁地の地名や，生涯に二度（一度はキリスト教徒迫害に際し自
ら殉教を求めて，二度目はアリウス派を論破する為に）砂漠を離れてアレタサン
ドリアに赴いたこと，肌の黒い子供の姿をとって現われた《淫欲の精》。
　　　　　　　　　　　　　－222（113）－
　　　ヌを襲う幻覚が続く。)
3°それぞれ『姦通』『肉欲』『邪淫』の化身と名乗る三人の女の
　独白(3)。
4°アテネのとある街角，娼婦デモナッサの家。ペルガモンの王に
　嫁する為，翌朝ひそかにアテネを抜け出す準備を急がせるデモナ
　ッサと下女ランピートの会話。アントワーヌには，その門前で逡
　巡したあげく遂にその家に入って行く自分自身の姿が見える(4)。
5°いずことも知れぬ荒野の夕刻。遠くの山並みに沈もうとする夕
　日の金色の光に包まれて，近くの丘のここかしこにテントと羊の
　群。遠くに羊飼いたちの呼び声が聞こえる。荒野の中をうねって
　延びる一筋の遠。その道端にヴェールですっぽり顔を包んだ女が
　ひとり，続いてひとりの牧人が現われ，互いに見つめ合い，短い
　会話を交わして共に草むらに姿を消す(5)。
6°同じ背景の中，夕日が沈んだ後の闇を月の光が乳白色に染めて
　行く。遠く近く鹿狩りの喧騒。うっそうと茂る草木に囲まれた湖
　が出現し，夜が明けて行く。そこへ二匹の猟犬を率い箙を背条っ
　た女神ディアーヌが現われ，続いてニンフたちが駆けつけて裸に
　なって水浴びに興ずる(6)。
7°突然場面が変わって(7)，大饗宴のただ中の巨大な広間の情景。
　軽業師や猛獣使いが座興を演じ，はるか地平線にまで続くテーブ
　ルの上に山盛りの料理から立ちのぼる蒸気と人いきれが雲を成す
　その下で，バビロニア王ネブカドネザルが飲みかつ食っている。
　王の傍には両眼をつぶされた親族が侍り，俘虜の敵王たちが手足
　をもぎ取られて転がっている。背後には人民を扼殺する王を象っ
　た巨像があり，預言者(複数)が現われてその像にこぶしを振り挙
　げる。王は彼らを兵士たちに斬り殺させた後，四つん這いになっ
　て牛のように鳴く(8)(9)。
　　　　　　　　　　　　－223(112)－
フローベール『聖アントワーーヌの誘惑。  
研究ノート 臼  
中俵屋  進  
［Ⅱ・2］幻影（Ⅰ）   
遂に『倣慢』が礼拝堂に侵入し，三対神徳を追い払ってアントワー  
ヌを外に連れ出す。莫しい星空，穏やかな夜。神の御手になる大宇宙  
の芙と調和を讃えるアントワーヌの独自は，しかし次第に，死後に当  
然天国へ受け入れられる筈の自分自身を讃美する慢心の言葉に変わ  
り，こうして誘惑が再開されるが，今度ほそれほ大罪の悪魔が彼に見  
せる様々な幻影による誘惑である。  
lO 銀の鉢が落ちている。拾いあげて見入っているうちにそれはあ  
らゆる種塀の金銀財宝で満ち溢れて行き，その果てにアントワー  
ヌの震える手から落ちて鉢は砕け，宝石があたり一面に散らば  
る。蹴るとすべてが消え失せる（1）。   
20 アントワーヌの庵がある岩山の麓を隊商が通りかかり，その道  
端に短刀が落ちていてそれがきらりと光っている。崖から滑り降  
りてその短刀で隊商を襲えと唆す悪魔の囁き（2）。  
（アントワーヌは自らの不甲斐なさに激昂して苔を手に取る。ここで，  
汚物と腐った残飯で一杯の沼に全身浸って途方もない大食に耽った夢  
から目覚めてその際未を語る『豚』の独白。その間苔でわが身を打ち  
据えていたアントワーヌは，その苦痛の中に次第に快感を覚えるよう  
になり，その末に気を失って倒れる。以下，その失神したアントワー  
ー224（111）－   
